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4 ⽉ 1 ⽇から 7 ⽉ 13 までの約 3 ヶ⽉間、オーストリアのグラーツに滞在し、IWF にて最新
の惑星探査プロジェクトの動向や量⼦コンピュータ応⽤の議論を⾏った。 
IWF には MMS や BepiColombo、SMILE
といった最先端の宇宙探査プロジェクト
に参画するメンバーが多く、観測⼿法や
シミュレーション⼿法に関わる、現在抱
える問題(その場観測データ圧縮送信、乱
流の逆問題解析、惑星モデリング⼿法な
ど)を議論することができた。Dr. Seiji 
Zenitani や Prof. Rumi Nakamura との議
論の中で、その場観測データの逆問題解
析に関する量⼦コンピュータ応⽤の新た
な研究課題を⾒出すことができ、現在共同研究を進めている。 
また、1D 移流⽅程式や 1D1V Vlasov ⽅程式の量⼦コンピューティング研究の数値結果を
もとに、Dr. Seiji Zenitani から助⾔をいただきながら解析を進めた。この結果は 7 ⽉ 7-12
にギリシャのテッサロニキにて開催された国際計算物理学会で⼝頭発表し、astro-phys や
quantum-phys など多くの分野からフィードバックをいただいた。 
今後この研究滞在で得た知⾒と技術を⽣かして、SGEPSS に関わる多くの分野で量⼦コン
ピュータの恩恵が受けられるように調査と実装を進めたい。 
 


